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例では、連絡ノートがノート １ / 4 サイズで、学習
内容、持ち物、場所、次回の予定などが箇条書き
やメモ書きで記入される。さらに、「生活科でやっ
たことを、担任の先生に話そう」などの課題（宿題）
や、行事の準備の変更など、枠を作らず自由に活
― 64 ―
用されていた。
　学校現場が多忙化する今日、「打ち合わせ時間の
不足」を解消することは容易ではない。打ち合わせ
や具体的な連携をどのように工夫するのか、各校の
取組のアイデアを共有する必要がある。
５．児童の満足度という指標が重視される時
代へ
　今回の調査では対象にしなかったが、特別支援学
級児童がどこまで交流を望んでいるかという点の吟
味も今後は欠かせないだろう。児童本人が期待し
て、意欲的に取り組むからこそ教育効果が上がる。
教師が期待したい児童の姿・活動のねらいの検討と
実施後の評価をする一方で、児童の満足度・自己評
価という指標から交流を見直す観点も大切にしてい
きたい。
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